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三ヶの和
木谷　忠夫（昭和37年卒）

これは2022年4月に発足した、北海道国立大学機構のスローガンである。

幸運なことに、こちらのスローガン制作に携わる機会を頂いた。

その中で、何度も穴沢学長とお話をする機会を頂いたが、穴沢学長は、私が商大

入学当初に「基礎ゼミ」でレポートやプレゼン資料作成などをご指導いただいた

恩師という、奇跡的な再会であった。その先生へ15年後に私が作成した資料でプ

レゼンすることになろうとは、夢にも思わなかった。

この場をお借りして、この幸運な仕事の機会を頂いた商大OBの方々へお礼の意

を表させて頂きたい。

改めて、私が今日あるのは、会社員スタート時の上司、前職のBOSS、お取引先

の社長等、これまで多くの商大OBの方々の支えがあったお陰である。

私も自らの道をひらき、挑みながら、いつかは後輩のいろんな意味での助けにな

れればと思う。

小　島　弘　照
（平成 23 年卒）　

巻頭リレーエッセイ
この道をひらき、挑む。
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　本年3月末、27年間在職した母校小樽商科大学教授を定年退職しました。新卒入社した北海道電力での12年と通

算し39年間の職業人生を卒業することになります。37歳で助教授として母校に戻った時、山田家正学長（当時）のご

理解の下、国立大学第一号のサテライトを札幌商工会議所内に開設しました。そして、今回一緒に退職した李教授

ほか有志若手助教授と共に、現役社会人を対象とした都心夜間主大学院を開始しました。これは緑丘会本部からの

財政支援500万円の賜です。現在はJR札幌駅から徒歩数分のビル内に移転し、小樽、札幌市近郊の意欲ある社会人の

教育・研究の拠点に成長しており、首都圏大手企業の社員が札幌に転勤が決まると同時に本学ビジネススクールを

志願するケースが増えています。こうした背景から、これからの商大の新たな役割を考えます。

　日本はこれから豊富な国内貯蓄を自国の未来型産業に投資し、そのリターンで高齢化社会を乗り切る原資としな

ければなりません。それゆえ、21世紀に向けた本学の役割は、高齢化と失業率増加が顕著に進む地方経済復興のエ

ンジンとなることです。それは、商大がビジネスプランコンテストを札幌サテライトで開催することで実現します。

コンテストは、本学ビジネススクールで学ぶ学生が地域内に存在する理系シーズ（北大や帯広畜産大に在籍する博

士課程学生の研究テーマなど）を発掘し、共同でビジネスプランとして発表する場となり、国内で大いに注目され

るでしょう。これは、米国では成功している新たなイノベーションです。100年前、スタンフォード大学の周辺には

オレンジ農家しかありませんでした。けれども、地元就職先が無く東部へ就職する学生を見て心痛めた工学部の一

助教授が、学部生ヒューレットとパッカードによるHP設立を個人的に応援し、それがきっかけとなって世界に知ら

れるビジネススクールとシリコンバレーが誕生しました。スタンフォード大ビジネススクールは学内ビジネスプラ

ンコンテストを毎年開催しますが、学内の医理工博士課程学生とビジネススクール学生がペアでなくては出場権が

ありません。そのコンテストに、東部ニューヨークなど全米から五時間のフライトもいとわず多くのVC（ベン

チャー投資家）が定期的に集まります。イベント告知は大学HP上で公開され、事前登録するVCは誰でも参加でき

ます。羽田と千歳間はわずか一時間半です。商大がビジネスプランコンテストを札幌サテライトで開催するなら、

多くの首都圏VCや大手企業投資担当者が札幌に飛んで来ないはずはありません。札幌は日本のパロアルトになる

のです。商大にはこうした金融投資分野で主に大手町で活躍するOBが多いことも追い風です。

　私自身、過去四半世紀、全国の大学発ベンチャー設立と成長支援に従事してきました。これらのベンチャーで成

功した実例は、北大にある技術シーズや道内に埋もれる観光資源を、実務経験豊かな本学社会人大学院生たちが同

じ大学院ゼミ生（公認会計士、税理士、政府系銀行）

の助けを借りて起業化したケースです。これらの企

業は政府に高く評価され表彰されると共に、その後

大規模なベンチャー投資を受けて優秀な人材を集

めており、道内の雇用を拡大しています。

　最後に、40年前に学部ゼミ指導教官であった（故）

井上巽先生に御礼申し上げます。卒業を延期して英

国に私費留学した私を応援し、結婚披露宴でスピー

チを頂き、会社派遣留学による大学院受験では拙い

英文志願書を添削し推薦書も書いてくださいまし

た。商大に学び一生が拓けました。商大がこれから

も学生の希望と機会の場であることを願います。

母校での27年間を終えて
北大農学博士　ビジネススクールで企業家
精神・テクノロジービジネス創造を担当

瀬　戸　　　篤
（昭和58年卒）

令和4年2月17日最終講義、大学教授1名、創業者5名を含む
ゼミOBたちと札幌サテライトにて



3

久野ゼミ20 期

後　藤　克　則
（昭和56年卒）

　久野光朗先生が亡くなられて4年が過ぎ、命日にあたる本年令和4年2月

26日にこの辞典が発刊されました。共著を含め先生の著書としては、12冊

目の本になります。

　久野先生は、主に財務会計を専門とされ、昭和32年に一橋大学大学院を

修了後26歳で小樽商科大学に奉職され、昭和45年に商学部教授になられ、

平成7年に退官されました。同年北海道情報大学に移られ、同大学の学長を

務められた後、平成17年3月に退職され、その後の約12年の研究成果が今

回の辞典となったものです。

　先生は専門の会計を説明するのに、「コミュニケーション・マトリクス」

の図を示され、「会計3間論」を会計定義として展開されていました。社会

的・経済的環境という空間の次元、歴史的環境という時間の次元、そして

その間に規制されているプロセスとして会計があり、それは「人間サービ

ス制度」であるという考えです。久野先生の教え子たちは、会計の本質は

「アカウンタビリティ :説明責任」であると教え込まれてきました。それも「人と人のとの関係が会計には欠く

べからざるものである」という、先生の考えからだと思います。

　久野先生の教えには、この「人と人との関係性」という意味で「人間くささ」というものがいつもあった気が

します。教え子である「久野ゼミ生」の多くは、その先生の「人間くささ」に惹かれ、先生の言葉である「よく

学び、よく遊ぶ」をモットーとしてつどい、研鑽し、学生・社会人生活を歩んで来たところです。先生が期待

されていた「日本一のゼミ」というのは怪しいところもありますが、「久野ゼミ」というのは、仲の良いという

か、人間関係の濃密なゼミであったことは間違いないと思います。

　そのような久野先生が編纂された今回の辞典はその意味で「人間くささ」がいっぱいつまった著作となって

います。会計と財務の英和辞典となっていますが、一般の英和辞典には掲載されていないpapercompanyなど

の和製英語が盛り込まれ、正式な英語表記も示されています。また、creative accountingの語句などでは、本来

の意味は「不適切会計」とすべきものが、一般的な日本人では「創造的な会計」として、むしろ良い意味だと解

釈し、誤解してしまうような言葉も載せられています。この本の帯に書かれた、辞典は「読むもの」という言葉

は、正に的を射ているものです。

　生前先生は、80歳を超えられたころ「まさかこ

の歳まで生きていられるとは思わなかったけど、

生きているうちにもう一仕事してみたい。苦し

み半分、喜び半分で研究を続けている。」と楽し

げに話されていたのを思い出します。

　先生が生前にこの本の出版をご覧になれな

かったのは残念ですが、片山郁雄先輩（昭和50年

卒）や大勢のゼミ生その他の方々の協力でこの本

の出版にこぎつけられたことは本当に良かった

と思います。よかったですね。先生。

『会計と財務の英和辞典』の
発刊について

久野先生（中央）、末永仁宏先輩（右）、
渡辺達夫先輩（左、ともに昭和44年卒）
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豊　田　　　　勝
（昭和58年卒）

CEO / Panasonic Air-Conditioning Philippines

－特集　活躍する緑丘人－

　2020年の6月に還暦を迎え、ご縁があって「再雇

用」という形でフィリピンのマニラで勤務をさせて

いただいています。緑丘卒業以来40年もの間現在の

会社で仕事をさせてもらっている事になります。

　在学中は「小樽商科大学の存在意義」「商大生の価

値」などという様な事について一度も深く考えた事

のない私でありましたが、社会に出てからは、やは

り「（自分が勤めている）会社の存在意義」「そこで求

められる資質」そして「自分の持てる強み」という様

な事をいやでも考えさせられる場面に幾度となく遭

遇しました。その中で、商大が長年大切にしてきた

「実学・語学・品格」重視の姿勢が、40年経過した今、

私の会社人生における生き方の重点項目になってい

た事に気づいた次第。そこで、私の「実学・語学・品

格」といった事に関して綴ってみたいと思います。

「実学」：入社以来、所謂営業・マーケティングとい

う仕事をやってきました。「マーケティング学とい

うモノはない」という様なお話も聞くのですが、そ

れでも世の中には多くのマーケティングに関する書

物があります。入社当時は、先輩方や新聞・TVで紹

介されていた本を購入し勉強しようとした時期もあ

りました。しかし、書物に書いてある通りに物事が

進んだことも、成功した事もなく、結局はその場そ

の場で最適解を見出していく事でしか結果を出せな

かった40年。それでも決して「場当たり的」にやって

きたのではなく、壁にぶち当たれば市場に出て、お

客様に会い話を聞き、過去に捉われず「やるべき事

をやる」を自らに課していた様に思います。私に

とって「現場」が全ての出発点であり、全ての答えを

与えてくれる場所。私にとっての「実学」というのは

「現場」で学ぶ事そのものになっています。

「語学」：座学の苦手な私は結局、使わねばならない、

喋らねばならない状況に追い込まれて初めて真剣に

取り組んで、次からはちゃんと勉強して…と思いな

がらやはり「その場」になって初めて焦ってやって

の繰り返し。それでも、社歴の半分を海外で過ごし

てきた今、何とか英語くらいは人と意思疎通ができ

る様にはなっています。常に「もっと流暢に、カッコ

よく喋れたらなぁ」と思うものの、「相手に伝える（伝

えられる）事があるか否か」の方が遥かに大切で、そ

こさえ持っていれば、どの国にいても困る事はない

というのが、私の語学観になっています（単なる言

い訳ではありますが）。

「品格」：これはもう『品格＝正直さ＝素直さ＝自分

を偽らない』という事に尽きると考えています。自

分をどれだけ晒せるかであり、晒すのが嫌なところ

をなくす努力をする事が、品格を磨く事になると考

えています。また、他者にどれだけ思いを致す事が

できるか。これができれば、どこに行ってもRespect

されると思っていますが、これは未だ実現できてい

ない永遠の課題です。

私の実学・語学・品格
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　30年前の商大受験の日。雪どけで泥ハネする坂
道を私はヨタヨタと歩いていた。盆地育ちの身には
小樽駅から大学まで続く坂道を登り切るのはこた
えた。バス路線もまだ無く、タクシーに乗るなどと
いう知恵は思い浮かばない田舎の高校生だった。ど
うしてこんな山の上に学校があるのだ。もう二度と
この坂を登りたくない。そう心に誓ったのだが……
希望の某大学とは縁がなく、私は4月にめでたく商
大生となりこの坂の街で暮らすことになった。坂が
あると景色に奥行きが出る。自分の通う大学からは
海が見える。100年前と同じ街並みをあちこちで目
にする。知れば知るほど小樽を好きになっていっ
た。4年を過ごしたこの街は自分にとって忘れがた
い郷愁の場所となり、その後、縁あって再び小樽に
住むようになって早20年がたとうとしている。商
大卒業後は幾つかの会社勤務を経て、子供3人を育
てながらこの街で平凡に暮らしてきた。
　私の現在の職業は「美しい暮らしの空間アドバイ
ザー」。家の中の片付けをアドバイスする仕事だ。
アドバイザーと聞くと華やかそうに思われるかも
しれないが、実態はいたって地味。家具を移動した
り掃除をしたりと肉体労働も多い。お客様の家でご
家族の方と一緒に片付け作業をする。服装は黒装束
並みに真っ黒。ホコリがついてもお客様に気を使わ
せない服であり、また逆に“部屋が散らかって物が
出しっぱなしだとこんなふうにホコリだらけにな
る”ということを気づいていただくための服でもあ
る。朝は化粧をしていても夜には汗で剥げ落ちてし
まうような仕事だ。
　私の片付けの師匠、安東英子先生は40年間で
5,000件以上（電話相談も含む）の家に伺って片付
けをしてきた現場主義の方だ。物置も納戸も押入れ
も、全てのスペースを片付ける「おうち丸ごとお片
付け」でリバウンド知らずの片付け方を確立され、
現在はYouTubeで発信を続けている。安東先生の
口癖は“本物しか、いらない”。私も本物のアドバイ
ザーでありたいと日夜努力を続けている。
　「美しい暮らしの空間アドバイザー」になるため

には【他人の家を丸ごと一軒、一人で片付けきる】
という実技試験に合格しなければならない。日本一
厳しい片付け資格と言われている。自宅が綺麗に片
付いている方は世に多いが“自宅が片付いているこ
と”と“他人様の家を片付けられること”はイコー
ルではない。アドバイザーには技術も必要だが本当
に要求されるのは“困っているお客様の力になりた
いという気持ち”。片付けが終わった後のご家族の
笑顔を見ると疲れも吹き飛ぶ。これまでの人生でこ
れほど人に喜んでいただける経験はなかったと
言っていい。現場経験を活かしてZoomでのセミ
ナーや片付け相談も行っているが、日本全国から、
また海外在住の方からも申込みをいただく。北海道
の坂の街から発信してZoomで日本じゅうと繋がっ
ているととても不思議な気持ちになる。これまでの
50年間の挫折や失敗の経験が全て役立つ仕事と
言ってもいい。50歳にして“生涯続けたい職”を見
つけられた自分は幸せだと思う。

風　穴　三樹子
（平成７年卒）

５０歳目前で見つけた“生涯の職”
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商大にきてよかったを作りたい

　はじめまして。僕は小樽商大に2018年に入学した歌

原大悟と申します。現在、休学2年目でとある取り組み

に挑戦している現役学生です。今回は緑丘会札幌支部

の皆様とのご縁からこの機会をいただきました。この

場を借りてお礼申し上げます。

　 僕 は 今、小 樽 の 花 園 に て4階 建 て の 複 合 型 施 設

『Tug-B』の経営を行っています。複合型施設の中身と

しては、1階がカフェバー、2階が宿泊施設（8名まで泊

まれるゲストハウス形式）、3階がシェアハウス（15人

まで居住可能、現在10名）、4階がプロジェクトブース

（作業、打ち合わせ、創作のための空間）となっていま

す。「シェアハウスを作っているんだ」という捉え方を

していただくことが多いですが、このように4つの機能

を集積した新しい形の交流拠点であり、僕たちはこの

形式をまだない概念として「コミュニティベース」と自

称しています。

　4月15日にプレオープンを迎え、5月21日のグランド

オープンに向けてサービスの研鑽に励んでいる最中で

す。去年の4月からコンセプトを練り込み、物件の選

定、去年の9月にようやく物件に入り、水も出ないとこ

ろから住み込みで準備を始め、12月にシェアハウス整

え、2月から4月にかけてクラウドファンディングに挑

戦し、ようやくここまでやってきました。クラウドファ

ンディングでは、322名の方々から409万円ものご支援

をいただきました。支援くださった皆様、本当にあり

がとうございました。

　ここまでさまざまなご意見をいただきながら事業づ

くりに取り組んでまいりました。僕がやりたいことは、

概念的にいうのであれば、「商大にきてよかったを作り

たい」ということです。僕を含め、商大生は今、「なぜ

商大に来たんだっけ」という学生が多いように思いま

す。80%以上が第二志望で進学していること、70%弱が

小樽市外から通学していること、オンライン授業など

様々な要因が考えられますが、「商大に来たからできた

体験」がまだまだ足りないのではないかと考えていま

す。

　小樽での大学生活、地域や旅人との交流、気心のし

れた仲間との親睦、そして学びと実践。どれも小樽商

大に通うからこその体験価値を作ることができるはず

です。そして、これが小樽にとっての価値と結びつけ

ば、小樽に価値貢献できたという意味での「商大に来

てよかった」「商大に来てくれてよかった」になるので

はないでしょうか。僕はこの事業を通してそんなこと

を実現したい。そしてその実現こそが僕自身の「商大

にきて良かった」につながる。まだまだ頑張ります。

　歌　原　大　悟
合同会社PoRtaru代表

Tug-B（小樽市花園3-1-5）
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　「すごい先輩がいる。一度会ってみないか?」、同期

の渡邊靖雄さんに誘われ、東京竹橋のレストラン 

ラー・エ・ミクニで、島崎理事長とお会いしたのが、

緑丘会との付き合いの始まりでした。商大卒業後、

16年の時を経ていました。

　その後、後輩の面倒見が良い緑丘会東京支部の諸

先輩方と過ごす時間が増えるにつれ、私自身も後輩

の役に立ちたいという思いが強くなりました。島崎

理事長からご指名頂き、緑丘ビジネス塾の幹事や講

師、110周年募金委員会の委員として活動しました。

また、2019年度には商大のエバーグリーン講座の講

師を務め「信託銀行員の仕事を通じて得たプラス思

考の大切さ」を約400名の学生の前で講演しました。

私の講義は、講師から一方的に説明する形ではなく、

講師と学生の相互コミュニケーションや学生同士の

グループディスカッションを取り入れ、学生参加型

にしました。SNSに慣れた世代の学生が、コミュニ

ケーション型講義に嫌がらずに参加してくれるか不

安でしたが、商大生のレベルはとても高く、不安は

「誇り」に大きく変わりました。講師の伝えたいメッ

セージを正確に受けとめ、今までマイナスに受けと

めていた自身の経験、性格、失敗談を「プラスに変

換」していくレッスンに積極的に参加していました。

講義後に提出されたレポートは、学生参加型の講義

が非常に良かった旨やプラス思考になれる具体的な

方法を学べ自身の将来に大きな勇気を貰った旨の内

容が多く、学生の高揚感が伝わってくるものでした。

商大生の飲み込みの早さ、レベルの高さに誇りを感

じ、より一層、お役に立ちたいという思いに駆られ

ました。

　21年5月会社の人事異動で約18年過ごした東京を

離れ、地元北海道へ戻って来ました。久しぶりの札

幌での生活。高校や大学時代の友人に加え、商大卒

業生との「新たな出会い」を通じて、商大や地域社会

へ貢献したいと思い、札幌支部に入会しました。

　振り返れば、学生時代は、フォークソング部でバ

ンド活動を行い、田中良三ゼミで会計を学び、レス

トラン（ニュー三幸）と家庭教師のアルバイトを行

うなど充実した学生生活を過ごしました。当時は、

就職氷河期時代でしたが、縁あって安田信託銀行（現

みずほ信託銀行）に入社しました。入社後、預金、融

資、年金、不動産など各業務を行ってきましたが、現

在は、不動産仲介の業務に従事しております。

　今後、緑丘会のchannelを通じ、各支部と連携し、

微力ながら商大や社会に是非とも恩返ししたいと思

います。札幌支部のみなさま、ご指導ご鞭撻の程、何

卒よろしくお願い申し上げます!

緑丘ちゃんねる！
納　谷　征　憲

（平成12年卒）
みずほ信託銀行株式会社　不動産業務部付

みずほ不動産販売株式会社　札幌センター　支店長 兼 所長

ようこそ札幌支部へ
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2022年度のMBA会の活動について

「商大卒業生の今を聞く」オンラインセミナー報告

１　直近２年度の活動について
　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、2020
年度につきましては「１年間の活動休止」、昨年度

（2021年度）は感染防止の方策を講じ、オンラインで
以下の表の通り、活動を再開いたしました。

（表）2021年度のMBA会活動について
第16回　定時総会 2021年5月24日（月） オンラインで開催

MBA交流会

第1回
2021年12月23日（木）
第2回　
2022年3月23日（水）

オンラインで開催

２　今年度の活動について
　今年度（2022年度）の活動につきましては、現在役員
会で検討中です。検討内容は6月6日（月・オンライ
ン開催）の「第17回定時総会」にて決定されます。定
時総会の開催及び活動の詳細はMBA会ホームペー
ジ（http://www.obsmba.com）及 びFacebook MBA会
ページでお知らせいたしますのでご確認ください。
　まもなくOBSは「創立20周年」を迎えます。MBA
会がさらに大きなステージへと発展していくために
は、今後の活動及び会費徴収等につきまして、引き
続き皆様のご協力が不可欠です。どうぞよろしくお
願いいたします。

　昨年8月に始まったオンラインセミナーも、回を

重ねるごとに浸透して参りました。Zoom参加と会場

聴講が選べるようになり、録画も可能となって、よ

り多くの皆様にご視聴いただけるようになりまし

た。

　第3回は2月26日（土）に、いわない前浜市場CEO

の櫛田泉氏（平成20年卒・平成26年MBA修了）によ

る「地域資源を活用した地域ブランドの作り方」〜 

岩内町から全国に発信できる地方創生コンテンツを

目指す〜をテーマにしたお話を伺いました。大雪で

交通が麻痺した直後でしたが、櫛田さんには岩内か

ら無事会場お越しいただき、講演後は今後の商談に

つながるような提案やサイトをチェックしながらの

質問など、活発なやり取りが行われました。

　第4回は4月9日（土）、二人の講師をお迎えしまし

た。前半は株式会社ブレークアウト代表取締役社長

の藤田龍之介氏（平成26年卒）に、若くして起業され

た経緯、早くから民泊事業に着眼し、コロナ禍でも

しっかり実績を積まれた手腕をお話しいただきまし

た。後半は商大生が立ち上げた合同会社PoRtaru

（ポータル）代表の歌原大悟氏より、小樽花園に複合

型コミュニティ施設「コミュニティベースTug-B」を

作るプロジェクトについて伺いました。

　次回は8月開催を予定しております。今後も課題

を改善しながら続けて参りますので、ぜひ一度ご参

加ください。

須　川　正　啓
（平成18年商学部卒、平成26年OBS修了）

第3回講師の櫛田氏を囲んで 第4回講師の藤田氏



9

瀾朶（らんだ）の桜RUN！

　豪雪が何とも後を曳くシーズンでしたが、やっと

春を迎えることが出来ました。ただ、春は慌ただし

くも逝くようでして。その刹那の機会を逃すまい

と、ゴールデンウィークのど真ん中5月3日に、緑丘

RUNNERSとしては2022年初めての企画を行い仲間

と走って参りました。創設時（2015年。もう7年にな

るのですね！）から一緒に走っている同期の土田君

や後輩の村山君の帰省もあり、懐かしいメンバーと

の再会とランニングは最高に楽しい企画となりまし

た。また、今回は桜を見ながらのお花見ラン。季節・

花の香りを感じるRUNは、何かを（あれも？）浄化

させる効果もありそう。円山を起点として、北海道

神宮頓宮を周り、北海道神宮の桜がゴール。パワー

スポット巡りで更に運気もアップ。もちろん、その

後は風呂・ビア（今回は清酒も！）で旧交を温めま

した。

　緑丘RUNNERSでは、走るだけではなく、今後も

キャンプや登山、大会遠征なども企画してまいりま

す。皆様もお好きな企画に、お気軽にご参加下さい。

今回初参加の方も、とても喜んでもらえたようで嬉

しく思います。また次回、企画やRUNの報告をさせ

て頂きます！

緑丘 RUNNERS　三　宅　英　彦
（平成6年卒）

瀾朶の桜吹雪く日に

　「同窓の笑顔をつなぐ場所に」との思いから八十島

先輩（平成5年卒）にお声をかけていただき始まった

「商大演芸の会」も1月の第2回、4月の第3回と回を重

ね、7月には第4回を予定しています。第2回の司会は

住出と酒井君（平成9年卒）、演舞はわれらが八十島

先輩、太鼓は大坂君（平成9年卒）、落語は金山君（平

成6年卒）と笹子君（平成9年卒）、酒井君はウクレレ

漫談も披露、第3回では司会が住出と金山君、酒井君

の落語に、クイズ王須川君（平成18年卒）による「商

大王」決定戦に、八十島先輩はThe後輩大坂君の太鼓

のもと雲竜型拍手の披露とともに断髪式も断行しま

した。

　会を重ねるにつれ、その演目の幅も広がり、同窓

の笑顔の輪もつながっている実感があります。これ

からも、ただ演芸を披露するだけではなく、演芸を

通じて緑丘会会員諸氏の笑顔が広がり、良い交流の

場となればと考えています。次回は7月30日の開催

を予定しており、出演者・参加者ともに募集してい

きますのでご支援のほどよろしくお願い申し上げま

す。また次回は、「八十島忍断髪式」でいただいた賛

助金にて購入する予定の太鼓のお披露目の場となる

かと思います。新たな太鼓の響きとともに、これか

らも浪漫の靄の中、逍遥していきたいと思います。

住　出　尊　史
（平成5年卒）

＊瀾朶とは　�瀾は波を意味し、朶は枝についている花房。波のように累々と花が咲き乱れる様。若人逍遥の歌で「瀾朶の桜花吹雪つつ」と歌われる。そのように同窓の輪を広げていけると良
いですね。（編集注）
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緑丘会札幌支部は、会員の皆様の会費によって運営されています。
　札幌支部では、年会費として3,000円を申し受けております。3年分、5年分とまとめ払いによるお得な割引制度もございます。
　2022年1月より、ゆうちょ銀行で現金でお支払いの際に手数料が加算されることになりました。よろしければこの機会に口座振
替をご検討ください。全国の金融機関をご利用いただくことができます。手続きは、書類に記入して支部に返送するだけで完了しま
す。毎年7月に引落しされ、手数料はかかりかせん。
　お申込み、お問合せは支部事務局へご連絡ください。ご協力よろしくお願い申し上げます。

グリークラブ
創部100周年
記念演奏会

開催のご案内について
下記の日程で開催しますので

ご案内申し上げます。

記

＊令和４年11月13日（日）
　札幌教育文化会館大ホール
＊�令和2年11月開催予定で2年間延期をしておりま
したがご案内申し上げます。

＊�演奏会では、本学の先輩伊藤整の詩集「雪明りの
路」の詩による男声合唱組曲の委嘱作品を初演す
る予定です。皆様のご来場お待ち申し上げます。

小樽商科大学グリークラブ
創部100周年記念演奏会実行委員会

小樽商科大学
グリークラブ札幌OB会

ホームページ
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編 集 後 記

　令和4年4月1日から三大学の経営統合がスタートした。三大
学の財政基盤を強固にし、文理融合型の特色を持った大学法
人とすることが主な目的である。この機会に小樽商大の良い
点、改善すべき点を考えてみた。
　まず良い点は①実学の伝統を持った大学であること。小樽高
商の設立以来、経営、会計、マーケティング、商業英語など充実
した教育が行われてきた。②経営学やマーケティングだけでは
なく、経済学、法学、情報、英語などとりわけ文系のほとんどの
分野の教育が行われており、言わば文系の総合大学とも言える
こと。③ゼミナールが充実していること、③ＯＢの大学に対する
支援が強いこと、である。この結果、地方の大学としては稀に
みる就職状況の良さを実現してきた。改善すべき点を挙げてみ
るとこれは、全国的な知名度が低いことに尽きる。
　私自身在学中は今の企業法学科に所属し、ゼミは民法学で
あった。また法律以外に経済学、会計学、経営学等の科目も履
修できたのである。銀行に勤務しているときは、不良債権の整
理回収時に民法学が役に立ったことはよく記憶している。私は
後年、不足気味だった経営学やマーケティングを学び直したく
なり、大学院（ビジネススクール）で学んだ。大学院では北大な
ど他大学出身の人たちが多かったが、皆異口同音に「北海道で
ビジネスを学ぶならば、この大学院でしょう。」と言っていた。
　三大学の経営統合を機会に、それぞれの大学の知名度をもっ
と全国的にアップさせること、文理融合型の教育の利点を生か
し、今までにない特色を持った教育が行われることを切に望む
次第である。母校の発展を祈念してやまない。

札幌支部事務局長　千坂　直人
（昭和57年卒）

緑丘会札幌支部
電話／ FAX ： 011-231-6900
ホームページ　http://www.ryokyukai.com/
メール ： ryokyukai@galaxy.ocn.ne.jp

亡くなられた会員の皆様
（2021年11月〜 2022年5月受付）

  卒業年 氏　名 ご逝去日
昭和26年 中川　健藏 2021年12月13日
昭和34年 今井　正義 2022年 1月28日
昭和38年 上田　精一 2022年 3月18日
昭和41年（短） 武居　正義 2022年 4月 6日
昭和48年 赤間　　清 2022年 3月14日
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。（敬称略）

https://ouc-glee-ob-sap.jimdofree.com/
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